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創作演劇

組織の変更点について【お問い合わせ】 総務部  企画財政課  企画調整係   ☎945-4533

【お問い合わせ】 町県民税（普通徴収）・固定資産税・軽自動車税（種別割）→税務課　☎（098）945-4729
上下水道料金→上下水道課　☎（098）945-4934

【令和４年４月から】 役場の組織が新しくなります！

【利用方法】
各アプリをダウンロードし、アプリを起動後スマートフォ
ンで納付書のバーコードを読み取ることで決済できます。
【注意事項】
・領収書が発行されません。領収書が必要な方は、金
融機関やコンビニで納付してください。
（特に軽自動車税について、車検用納税証明書の交
付が必要な方は、ご注意ください）

・利用手数料はかかりませんが、通信費はご利用者様

負担となります。
・納付の上限額は、各アプリにて異なりますので、各ア
プリでご確認ください。
・スマホ決済とコンビニ決済で「二重納付」されないよ
う、ご注意ください。
・次の納付書ではスマホ決済ができません。
（納期限が過ぎている納付書、コンビニ収納用バーコードが無
い納付書、上限額を超える納付書、破損や汚損等によりバー
コードの読み取りができない納付書、金額を手書きした納付書）

● PayPay  ●LINE Pay  ●au PAY
● 銀行PAY（ゆうちょ Pay等）
● J-coin　●楽天銀行　●PayB

●PayPay　●LINE Pay
●OKI Pay　●ゆうちょ Pay
●はまPay

税・料金名
町県民税（普通徴収）

固定資産税
軽自動車税（種別割）

上下水道料金

利用可能なアプリ
【対象税・料金と利用可能決済アプリ】西原町の

税金・上下水道料金が
スマホで納付
できるようになります！

４月1日
スタート

令和４年

令和４年４月から役場組織の改編を実施し、課名や一部の担当窓口を変更します。
今回の改編は、「こども家庭センター」の設置をはじめ、主に子育て支援などの福祉サービス向上を目的として
実施するものです。

【事務室（窓口）の場所移動】
事務室（窓口）の場所が、次のとおり移動となります。それに伴い、電話番号も変更となりますので、お問

い合わせの際はご注意ください。
■生涯学習課
（3月末まで）役場庁舎⇒（4月以降）　場所：西原町中央公民館（１階 事務室）　☎945－3657
※「西原町町民交流センター」窓口については、場所及び電話番号（970-6155）ともに変更ありません。

※役場内で担当窓口等、ご不明な点がありましたら、職員へお気軽にお尋ねください※

国民健康保険係

賦課徴収係

後期高齢者医療係

保健予防係

社会福祉係

障がい支援係

介護支援係

子育て支援係

こども相談係

母子保健係

保育所係

幼稚園こども園係

国民健康保険に関すること、こども医
療費助成に関すること
国民健康保険税の賦課・徴収に関する
こと

後期高齢者医療に関すること
特定健康診査・各種がん検診、健康増進
事業、感染症予防に関すること
生活保護、民生委員等、各種社会福祉に
関すること

障がい者福祉に関すること

高齢者保健福祉に関すること

児童手当、特別児童扶養手当等、各種児
童福祉に関すること
貧困対策、要保護児童対策等、こども・
家庭相談に関すること
こども家庭センター窓口、妊娠・出産に
関すること、母子保健に関すること

保育所等に関すること

幼稚園・認定こども園入園に関すること

※業務に関するお問い合わせは、各課担当へお願いします。

課名を変更しました。
※係及び業務内容に変更はありません。

環境安全課
☎945-5018

福祉課
☎945-4791

健康保険課
☎911-9163

こども課
（こども家庭センター）

☎945-5311

変更後（４月以降） 変更後（４月以降）場
所

１
階

２
階

【組織の変更点】

国民健康保険係

賦課徴収係

後期高齢者医療係

社会福祉係

障がい支援係

介護支援係

保健予防係

子育て支援係

保育所係

幼稚園こども園係

福祉保険課

健康支援課

こども課

生活環境安全課

変更前（３月末まで）場
所

１
階

２
階

令和４年２月２３日(水)西原町の小中高生がプロデュースする創作演
劇「さわりんと運玉義留」がさわふじ未来ホールで行われました。今回
で演劇プロジェクト始動６年、５回目となる公演となりました。昨年は新
型コロナウイルスの影響を受け中止となったため、ステージには２年分
の気持ちを胸に稽古に励み、その練習の成果を堂々と演技する子ども

たちの姿がありました。また、崎原町長や桃原獅子保存会が友情出演
し、盛り上がりを見せました。
総勢２３名によるステージに観客は時折涙する場面もあり、会場は大

きな感動に包まれ大成功をおさめました。

さわりんと運玉義留
ウンタマ ギ ルー創作演劇
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は
じ
め
に　

令
和
４
年
第
２
回
西
原
町
議
会
定
例
会

が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
町
政
運
営
の

基
本
と
な
る
令
和
４
年
度
予
算
案
を
は
じ

め
、
諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
町
政
運

営
に
あ
た
っ
て
私
の
所
信
の
一
端
を
申
し

上
げ
、
議
員
各
位
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。　

私
に
と
り
ま
し
て
就
任
か
ら
２
度
目
の

施
政
方
針
と
な
り
ま
す
が
、
公
約
と
し
て

掲
げ
た
政
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
決

意
と
と
も
に
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
は
公
約
で
掲
げ
ま
し
た
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
よ
る

一　
行
財
政
運
営
の
健
全
化
の
た
め
に

一　
子
ど
も
達
の
未
来
の
た
め
に(

安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り)

一　
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に(

だ

れ
も
が
住
み
や
す
い
教
育
・
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り)

一　
平
和
の
実
現
の
た
め
に

を
基
本
理
念
と
し
て
町
政
運
営
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
社
会

経
済
へ
の
大
き
な
打
撃
と
住
民
に
混
乱
と

不
安
を
招
い
て
い
る
中
、
国
、
県
と
連
携

し
感
染
拡
大
防
止
を
図
り
な
が
ら
、
町
勢

の
発
展
を
め
ざ
し
、「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
」
の
理
念
に
基
づ
い
て
町
民
協
働
の
「
文

教
の
ま
ち
西
原
」
の
創
造
に
邁
進
し
て
い

き
ま
す
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
は
次
の

こ
と
に
つ
い
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
継
続

い
ま
だ
終
息
の
兆
し
の
見
え
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
脅
威
か
ら
住

民
の
生
命
を
守
り
、
１
日
で
も
早
く
安
心

し
た
日
常
生
活
を
取
り
戻
せ
る
様
に
す
る

た
め
に
設
置
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
中
心
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
対
象
年
齢
の
引
き
下
げ
、
追

加
接
種
等
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
る
よ

う
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

２　
組
織
機
構
改
編
に
つ
い
て

福
祉
部
の
事
業
執
行
体
制
を
強
化
す
る

た
め
、
組
織
機
構
改
編
を
実
施
し
ま
す
。

新
規
事
業
と
し
て
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
特
定
妊
婦
や
要
支
援

及
び
要
保
護
児
童
対
策
、
子
ど
も
の
貧
困

な
ど
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ

目
の
な
い
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

３　
認
定
こ
ど
も
園
の
創
設

昨
年
11
月
に
策
定
し
た
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
町
立
坂
田
幼
稚
園
の
公
私
連
携
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
令
和
５
年

度
の
移
行
に
向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
仮
称
）
を
新
た
に
配
置
し
、
よ
り
良
い
幼

児
教
育
推
進
体
制
の
構
築
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

４　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
財
政
健
全
化

私
は
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
可
能
性
を
求
め
、

＂ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
＂
に
よ
り
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

の
早
期
整
備
促
進
や
新
た
な
都
市
基
盤
整

備
に
つ
い
て
、
国
や
県
へ
の
要
請
行
動
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ/

Ｐ
Ｆ

Ｉ
制
度
の
活
用
を
前
提
と
し
た
中
央
公
民

館
再
整
備
基
本
計
画
な
ど
、
民
間
活
力
の

導
入
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に
加
え
、

企
業
誘
致
や
町
内
雇
用
の
拡
大
を
図
る
こ

と
で
新
た
な
財
源
確
保
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。
さ
ら
に
町
内
外
の
企
業
の
皆
様
に
西

原
町
の
応
援
団
に
な
っ
て
頂
け
る
よ
う
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
や
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

５　
福
祉
の
充
実

「
助
け
合
い
の
精
神
」や「
絆
」を
大
切
に

す
る
地
域
社
会
を
再
構
築
す
る
た
め
、
地

域
住
民
や
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
幅
広
く
合
意
形
成
を
図

り
、
協
働
で
明
る
い
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
め
る
よ
う
令
和
３
年
度
に
策
定
し
た
地

域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
取
組
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
認
可
保
育
園
で
の
発

達
支
援
保
育
の
実
施
に
向
け
財
政
支
援
を

拡
充
し
、そ
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

待
機
児
童
の
解
消
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
を
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
次
に
令
和
４
年
度
の
重

点
施
策
と
執
行
体
制
及
び
行
財
政
の
確
立

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

１　
執
行
体
制
と
行
財
政
の
確
立

本
町
は
、
社
会
保
障
関
係
事
業
、
西
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
、
各
一
部
事
務
組

合
関
係
事
業
や
、
喫
緊
の
課
題
と
な
る
義

務
教
育
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設

の
老
朽
化
な
ど
へ
の
対
応
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ

リ
ア
周
辺
地
域
の
整
備
、
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
経
済

状
況
に
よ
り
、
今
後
の
財
政
状
況
の
見
通

し
を
立
て
る
こ
と
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
役
場
に

お
い
て
は
、
多
種
多
様
で
高
度
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
や
地
方
分
権
の
進
展
に
対
応
す

る
た
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
充

実
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
明
る
く
さ

わ
や
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
職
員
の
一
層
の
資
質
向
上
と
職
場
の

活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
士
、
心
理
士
、
情

報
技
術
職
員
な
ど
の
専
門
性
の
高
い
職
員

を
配
置
し
、
子
育
て
環
境
の
充
実
強
化
や

Ｄ
Ｘ
施
策
へ
の
対
応
を
図
り
ま
す
。
教
育

委
員
会
に
お
い
て
も
、
平
成
３
０
年
度
よ

り
３
名
体
制
と
な
っ
て
い
る
教
育
委
員
を

４
名
体
制
と
し
、
複
雑
化
・
多
様
化
す
る

教
育
課
題
へ
の
対
応
を
図
り
ま
す
。

行
政
運
営
の
公
正
の
確
保
や
透
明
性
の

向
上
及
び
町
民
の
権
利
・
利
益
の
保
障
に

つ
い
て
は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
行
政

手
続
・
行
政
不
服
審
査
制
度
の
適
正
な
運

用
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
情
報

公
開
制
度
の
円
滑
な
運
用
及
び
令
和
５
年

度
に
全
面
施
行
さ
れ
る
個
人
情
報
保
護
法

の
適
正
な
運
用
に
向
け
て
準
備
に
努
め
ま
す
。

広
報
活
動
の
柱
で
あ
る
「
広
報
に
し
は

ら
」
は
、
町
民
に
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

広
報
紙
を
め
ざ
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
正
確
か
つ
迅
速

な
情
報
の
提
供
を
図
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
多
様
な
情
報
発

信
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
町
民
の
利
便
性
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

広
聴
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
種
審
議
会
、

委
員
会
な
ど
へ
の
町
民
公
募
制
度
を
引
き

続
き
推
進
し
、
町
民
参
画
の
機
会
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
と
の
対
話
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
メ
ー
ル

や
町
民
ア
イ
デ
ィ
ア
箱
に
よ
る
き
め
細
か

な
広
聴
活
動
に
努
め
ま
す
。

安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に
は
、

自
主
財
源
の
確
保
が
重
要
と
な
り
ま
す
が
、

自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
町
税
は
重
要
な

財
源
で
あ
り
ま
す
。
適
正
で
公
正
な
課
税
、

正
確
で
迅
速
な
収
納
管
理
に
努
め
る
と
と

も
に
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
ス
マ
ホ
決
済
及
び
セ
ル
フ
支
払
機

を
導
入
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
で
取
扱
え
る
税
目
拡

大
を
進
め
る
準
備
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
懸
案
事
項
で
あ
り
ま

し
た
住
民
票
の
写
し
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
取
得

で
き
る
よ
う
、
年
度
内
の
実
施
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
も
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
う
こ
と
で
広
く
西
原
町
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
寄
付
額
の
拡
大
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
公
共
施
設
に
お
け
る
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
の
公
募
を
行
い
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

次
に
、
令
和
４
年
度
主
要
施
策
の
概
要

に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
で
定

め
ら
れ
た
４
つ
の
基
本
方
向
に
沿
っ
て
ご

説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
度施

政
方
針

２　
「
平
和
で
人
間
性
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
」 
に
つ
い
て

（1）
平
和
事
業
の
推
進

６
月
を
平
和
月
間
と
定
め
、「
平
和
の
語

り
べ
・
伝
承
者
」
の
派
遣
や
企
画
展
、
平

和
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
達
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
の

平
和
意
識
の
一
層
の
高
揚
と
恒
久
平
和
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
本
土
復
帰
50
周
年
の
節

目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業
と
し

て
復
帰
50
周
年
記
念
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
・

写
真
展
、
平
和
の
語
り
部
ア
ー
カ
イ
ブ
映

像
の
活
用
、「
月
桃
」
歌
碑
建
立
事
業
、
小

波
津
「
弾
痕
の
残
る
石い

し

塀べ
い

」
案
内
板
設
置

の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

（2）
地
域
活
性
化
事
業
の
推
進

活
力
に
満
ち
た
明
る
く
住
み
良
い
地
域

社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
各
自
治
会
の
自

主
的
な
地
域
自
治
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

（3）
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
す
べ
て
の
人
が

互
い
に
尊
重
し
合
い
、
協
力
し
て
生
活
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
、「
第
４

次
西
原
町
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

（4）
学
校
教
育
の
充
実
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Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き
整

備
し
た
児
童
生
徒
１
人
１
台
端
末
を
活
用

し
、「
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
」
や
「
協

働
的
な
学
び
」
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
向
け

た
授
業
改
善
を
通
し
て
、「
確
か
な
学
力
」

の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

小
学
校
３
年
・
４
年
生
で
活
用
し
て
い

る
社
会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
西
原

町
」
の
改
訂
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
町
内
小
中
学
校
へ
の
学
習
支
援

員
の
派
遣
や
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
授
業

支
援
、
さ
ら
に
、
小
中
学
校
の
連
携
に
よ

る
共
通
実
践
な
ど
を
通
し
て
、
児
童
生
徒

の
学
力
向
上
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
理
念
の
実
現

に
向
け
て
、
正
規
職
員
と
し
て
心
理
士
を

配
置
す
る
と
と
も
に
、
小
中
学
校
へ
特
別

支
援
教
育
支
援
員
を
派
遣
し
、
児
童
生
徒

へ
の
支
援
及
び
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

い
じ
め
、
不
登
校
問
題
に
つ
い
て
は
、

教
育
相
談
員
に
よ
る
学
校
訪
問
相
談
や
保

護
者
相
談
を
行
う
と
と
も
に
、
県
派
遣
の

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
効
果
的
に
活
用
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
他
市
町
村
に
先
駆
け
て
沖

縄
県
の
「
校
内
自
立
支
援
室
事
業
」
を
活

用
し
、
中
学
校
に
校
内
自
立
支
援
室
学
習

支
援
員
の
配
置
を
行
い
、
不
登
校
児
童
生

徒
及
び
登
校
で
き
る
が
教
室
に
入
れ
な
い

児
童
生
徒
等
に
対
し
、
多
様
な
学
習
機
会

を
確
保
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
学
校
支
援

に
努
め
ま
す
。

（5）
教
育
環
境
の
充
実

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
長
年
の
懸
案

事
項
で
あ
っ
た
小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
は
じ
め
、
体
育
館
の
屋
根
改
修
、
西

原
幼
稚
園
の
空
調
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

（6）
学
校
運
営
協
議
会
制
度
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
）
の
導
入

子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
や
学
校
が

抱
え
る
課
題
は
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
お

り
、
そ
の
課
題
の
解
決
を
目
指
す
た
め
に

学
校
と
地
域
が
連
携
・
協
働
し
、
地
域
全

体
で
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
成
長
を
支

え
て
い
く
学
校
運
営
協
議
会
制
度
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
の
導
入
に
取
り
組

み
ま
す
。

（7）
認
定
こ
ど
も
園
の
創
設

町
立
幼
稚
園
に
対
す
る
様
々
な
ニ
ー
ズ

へ
対
応
し
、
質
の
高
い
教
育
・
保
育
を
提

供
す
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
町
立
幼

稚
園
を
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
移

行
し
、
保
育
環
境
の
拡
充
、
３
歳
児
か
ら

連
続
性
の
あ
る
幼
児
教
育
の
提
供
及
び
子

育
て
家
庭
へ
の
支
援
体
制
の
強
化
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

（8）
学
校
給
食
の
充
実
・
強
化

栄
養
に
配
慮
し
た
安
全
で
お
い
し
い
給

食
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒

の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
、
食
に
関
す

る
正
し
い
理
解
を
養
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
給
食
の
安
定
供

給
の
た
め
、
老
朽
化
し
た
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー

取
替
改
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

（9）
生
涯
学
習
の
振
興

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
町
民
だ
れ
も

が
、
自
由
に
学
習
機
会
を
選
択
し
て
学
び
、

地
域
社
会
の
中
で
生
き
が
い
の
あ
る
充
実

し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
更
な
る
学
習

機
会
の
充
実
や
情
報
提
供
体
制
な
ど
の
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
課
を
中
央
公
民
館
へ

移
し
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
体
制
の

強
化
と
各
種
団
体
と
の
連
携
を
密
に
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

中
央
公
民
館
に
お
い
て
は
、
各
種
事
業

や
講
座
な
ど
を
実
施
し
、
生
涯
学
習
活
動

の
機
会
及
び
情
報
を
、
広
報
に
し
は
ら
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
町
民
へ
積
極
的

に
提
供
し
ま
す
。

図
書
館
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
図
り
、
利
用
者
に

と
っ
て
豊
か
な
時
間
が
過
ご
せ
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
、
町
民
の
読
書
・
学
習
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

（10）
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
推
進

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
や
多
様
化
に

応
え
る
た
め
、
運
動
公
園
や
学
校
を
広
く

町
民
に
開
放
し
、
健
康
づ
く
り
や
交
流
の

場
と
し
て
の
利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。
ま

た
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
よ
り
充
実
し
た
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
ま
す
。
将
来
を
担

う
青
少
年
を
対
象
と
し
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
、
か
け
っ
こ
教
室
、
本
町
で

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室

や
、
多
く
の
町
民
が
参
加
で
き
る
新
春
マ

ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
盛
ん
な
本

町
の
特
性
を
生
か
し
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
も
含
め
た
競
技
大
会
の
誘
致
に
向
け
て

関
係
団
体
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

（11）
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

児
童
生
徒
の
非
行
や
薬
物
乱
用
な
ど
の

対
策
に
向
け
て
、
関
係
機
関
・
団
体
と
緊

密
な
連
携
を
図
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成

に
努
め
ま
す
。

（12）
文
化
事
業
の
推
進

伝
統
文
化
や
文
化
財
保
護
思
想
の
普
及
・

啓
発
を
図
る
た
め
、
諸
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

内
間
御
殿
は
、
整
備
計
画
に
基
づ
き
地

域
と
連
携
し
な
が
ら
復
元
に
向
け
て
年
次
的

に
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
内
間
御
殿

を
は
じ
め
と
す
る
町
内
の
文
化
財
を
案
内
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

（13）
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
利
活
用
の
推
進

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
文
化
・
芸

術
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
主
体
的
・

創
造
的
な
文
化
活
動
を
支
援
し
、
施
設
管

理
や
基
盤
強
化
を
図
り
、
町
内
・
町
外
を

問
わ
ず
利
用
し
や
す
い
運
営
に
努
め
ま
す
。

（14）
国
際
交
流
事
業
の
推
進

今
年
は
「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
三
カ
国
（
ブ
ラ

ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ペ
ル
ー
）
か
ら

研
修
生
を
受
入
れ
、
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
大
会
参
加
者
と
西
原
町
民
と
の
懸
け

橋
と
な
る
よ
う
な
事
業
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

３　
「
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

（1）
交
通
安
全
施
設
の
整
備
と
安
全
教
育
の

推
進

交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て
も
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
交
通
安
全
指
導
や

広
報
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
事
故
防

止
に
努
め
ま
す
。

（2）
消
防
・
防
災
体
制
等
の
確
立

災
害
等
か
ら
町
民
の
身
体
、
生
命
及
び

財
産
を
守
る
た
め
、
各
種
防
災
資
機
材
の

更
新
や
保
守
管
理
を
適
正
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
東
部
消
防
組
合
及
び
そ
の
他
関
係

機
関
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
防
災
訓
練
な
ど
を
通
し

て
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
東
部
消
防
組
合
の
新
消
防
本
部

庁
舎
（
補
助
訓
練
塔
）
の
建
設
に
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

防
犯
活
動
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
、
地
域
安
全
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
犯
罪
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（3）
環
境
保
全
対
策
の
推
進

町
の
ご
み
処
理
及
び
生
活
排
水
処
理
に

関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
た
「
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
」
に
沿
っ
て
「
循
環
型

社
会
」
の
形
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

資
源
化
物
の
処
理
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、

町
リ
サ
イ
ク
ル
ヤ
ー
ド
の
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

そ
の
他
に
も
ご
み
減
量
化
推
進
事
業
補

助
金
（
生
ご
み
処
理
容
器
等
）、
体
験
用
の

家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
の
貸
出
事
業
に

よ
り
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に
努
め

ま
す
。

不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
看
板

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
都
市

計
画
や
土
地
利
用
計
画
と
調
整
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
環
境
と
調
和
が
と
れ
る
よ

う
無
秩
序
な
開
発
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

（4）
上
水
道
事
業
の
充
実

地
震
に
強
い
強
靭
な
水
道
施
設
の
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を

安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
引
き
続
き
水

道
施
設
の
整
備
拡
充
、
老
朽
化
が
進
行
す

る
施
設
の
維
持
管
理
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
棚
原
地
内
老
朽
管
更
新
、

西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
内
、
東

崎
兼
久
線
等
の
配
水
管
整
備
に
取
り
組
み

ま
す
。

（5）
下
水
道
事
業
の
推
進

汚
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
未
普
及
地
区

解
消
の
た
め
、
棚
原
第
一
処
理
分
区
の
整

備
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
接
続
率
向
上

に
向
け
て
普
及
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
経
営
健
全
化
に
向
け
て
使
用
料
改

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

４　
「
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て

（1）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
町
民

の
健
康
と
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、

国
、
県
と
連
携
し
情
報
収
集
を
図
る
と
と

も
に
、
町
民
に
必
要
な
情
報
を
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
、
町
内
医
療

機
関
や
医
師
会
等
関
係
機
関
と
連
携
し
、

接
種
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

（2）
成
人
保
健
事
業
の
推
進

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
健

康
寿
命
の
延
伸
」「
早
世
の
予
防
」
を
め
ざ

し
「
に
し
は
ら
健
康
２
１(

第
２
次)

」
を

推
進
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健

康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（3）
医
療
保
険
事
業
の
推
進

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、「
西
原
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
累
積
赤
字
解

消
計
画
（
第
三
次
改
定
）」
に
基
づ
き
令
和

５
年
度
予
定
の
国
民
健
康
保
険
税
の
見
直

し
に
向
け
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
改
定

内
容
に
つ
い
て
国
保
加
入
者
へ
の
理
解
、

周
知
に
努
め
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
後
半
に
は
窓
口
負
担
２
割
区

分
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
沖

縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携

し
、
適
切
な
制
度
運
営
に
努
め
ま
す
。
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（4）
母
子
保
健
事
業
の
推
進

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
産

婦
健
診
、
産
後
ケ
ア
事
業
を
行
い
、
妊
産

婦
・
乳
幼
児
の
状
況
を
継
続
的
・
包
括
的

に
把
握
し
、
子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

（5）
児
童
・
母
子
（
父
子
）
福
祉
の
推
進

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
２
期
西

原
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

（
ゆ
い
ま
ー
る
に
し
は
ら
わ
ら
び
プ
ラ
ン

２
０
２
０
）」
に
基
づ
き
、
さ
ら
な
る
児
童

福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
保
育
の
施
策

に
つ
い
て
は
、
保
育
士
確
保
に
向
け
「
保

育
士
等
就
職
奨
励
金
事
業
」
や
、「
県
外
保

育
士
誘
致
支
援
事
業
」
な
ど
に
取
り
組
み
、

新
た
な
保
育
士
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
保
育
士
不
足
に
よ
る
保
育
現
場

の
人
材
を
確
保
す
る
た
め
「
西
原
町
子
育

て
支
援
研
修
事
業
」
に
取
り
組
み
、
保
育

士
業
務
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
保
育
補
助
者
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

児
童
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
補
助
金
の
対
象
と
な

る
施
設
を
２
カ
所
追
加
す
る
こ
と
に
よ
り

量
の
確
保
を
進
め
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
待
機

児
童
解
消
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
及
び
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
の
充

実
も
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例

事
業
や
、
放
課
後
児
童
支
援
員
等
処
遇
改

善
臨
時
特
例
事
業
を
実
施
し
、
収
入
を
引

き
上
げ
る
た
め
の
措
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
児
童
虐
待
に
つ

い
て
は
、
要
保
護
児
童
対
策
の
強
化
を
図

る
た
め
、
新
た
に
設
置
す
る
「
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
を
拠
点
に
保
育
園
や
幼
稚

園
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
小
中
学
校
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
に
努
め
ま
す
。

母
子
及
び
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
医

療
費
助
成
金
の
自
動
償
還
払
い
を
行
い
、

自
立
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、

通
院
時
に
か
か
る
費
用
の
助
成
対
象
年
齢

拡
大
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（6）
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
は
、「
第
一
次

西
原
町
地
域
福
祉
計
画
・
第
四
次
西
原
町

地
域
福
祉
活
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
西
原

町
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
関
係
機
関
と

協
働
し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

（7）
高
齢
者
福
祉
の
推
進

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
８
期
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
（
こ
と
ぶ
き
プ
ラ
ン

２
０
２
１
）」
に
基
づ
き
、
本
町
に
適
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め

ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県

介
護
保
険
広
域
連
合
と
連
携
し
、
よ
り
効

率
的
で
質
の
高
い
介
護
保
険
事
業
を
展
開

し
ま
す
。

（8）
障
が
い
者
（
児
）
の
福
祉
の
推
進

「
西
原
町
障
が
い
者
計
画
・
第
６
期
障

が
い
福
祉
計
画
・
第
２
期
障
が
い
児
福
祉

計
画
（
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ン
２
０
２
１
）」
に

基
づ
き
、
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

障
が
い
福
祉
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

５　
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て

（1）
農
業
の
振
興

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
都
市
近
郊
型

農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
園
芸
作
物
に
お

い
て
、
農
業
施
設
導
入
や
農
業
振
興
に
関

す
る
補
助
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
付
加

価
値
の
高
い
農
産
物
の
生
産
や
安
定
出
荷

を
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
農
業
委

員
会
及
び
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
し
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
地
の

解
消
を
図
り
農
地
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
と
し
て
国
が

実
施
す
る
補
助
制
度
を
活
用
し
、
新
規
就

農
者
な
ど
担
い
手
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

地
域
農
業
の
け
ん
引
役
で
あ
る
中
心
経
営

体
や
担
い
手
が
、
円
滑
に
農
業
経
営
を
行

え
る
よ
う
農
地
の
集
約
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
と
う
き
び
に
つ
い
て
は
、
優
良
種
苗

の
普
及
や
病
害
虫
防
除
、
機
械
化
の
推
進

な
ど
に
取
り
組
み
、
生
産
の
維
持
に
努
め

ま
す
。

畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
畜
産
農
家
の
経

営
基
盤
の
安
定
・
強
化
を
図
る
た
め
、
優

良
種
畜
導
入
の
補
助
や
家
畜
予
防
注
射
な

ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
飼
育
技
術
の
支
援
を
行
い
、

生
産
拡
大
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、「
西
原
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」

の
策
定
に
向
け
基
礎
調
査
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

西
原
さ
わ
ふ
じ
マ
ル
シ
ェ
に
つ
い
て
は
、

第
一
次
産
業
及
び
商
工
観
光
産
業
の
相
互

発
展
を
図
り
、
農
業
従
事
者
、
加
工
業
者
、

販
売
業
者
等
の
所
得
向
上
、
地
産
地
消
及

び
観
光
振
興
を
推
進
し
、
本
町
の
産
業
振

興
と
地
域
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

（2）
水
産
業
の
振
興

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
与
那
原
・
西
原

町
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
を
強
化
し
、
漁

業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

（3）
緑
化
の
推
進

緑
化
に
つ
い
て
は
、
森
林
地
区
を
保
全

し
、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

（4）
商
工
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
町
商
工
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

６
次
産
業
化
の
推
進
、
地
元
企
業
へ
の
公

共
事
業
の
優
先
発
注
、
町
産
品
優
先
使
用

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
土
地
利
用
の
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
企
業
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

雇
用
に
つ
い
て
は
、
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
相
談
体
制
を
継
続
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
に
よ
っ

て
職
を
失
っ
た
方
々
を
含
め
、
求
職
者
に

対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内

に
お
け
る
隠
れ
た
求
人
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起

こ
し
、
新
た
な
雇
用
創
出
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

（5）
観
光
振
興

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
西
原
町
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
会
を
中
心
に
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
と

活
用
を
促
進
し
、
本
町
の
さ
ら
な
る
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き

続
き
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
な
ど
の
キ
ャ

ン
プ
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

沖
縄
県
が
進
め
る
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

建
設
計
画
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
「
東
海

岸
地
域
サ
ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会
」
の
構

成
町
村
と
連
携
し
、
広
域
的
な
活
性
化
を

推
進
し
ま
す
。

（6）
道
路
網
及
び
排
水
施
設
の
整
備

町
道
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
崎
兼

久
線
、
兼
久
安
室
線
、
小
波
津
川
北
線
、

小
波
津
川
南
線
、
兼
久
仲
伊
保
線
、
森
川

翁
長
線
、
呉
屋
安
室
線
な
ど
の
道
路
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。
新
規
事
業
に
つ
い
て

は
、
棚
原
１
号
線
の
道
路
危
険
箇
所
対
策

事
業
及
び
桃
原
池
田
線
橋
梁
の
老
朽
化
対

策
で
あ
る
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
に
よ

る
詳
細
設
計
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全

で
快
適
な
住
み
よ
い
生
活
環
境
整
備
の
た

め
、
生
活
道
路
の
修
繕
や
排
水
整
備
に
努

め
ま
す
。

国
・
県
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
２
９

号
西
原
バ
イ
パ
ス
、
県
道
浦
添
西
原
線
、

県
道
那
覇
北
中
城
線
、
県
道
幸
地
イ
ン
タ
ー

線
の
道
路
整
備
や
小
波
津
川
河
川
改
修
事

業
な
ど
の
早
期
完
了
に
向
け
て
国
・
県
と

連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

（7）
都
市
基
盤
施
設
の
整
備

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
豊
か
な
都
市
空
間
の
形

成
を
確
立
す
る
た
め
、「
西
原
町
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
改
訂
や
、
自
己
用

住
宅
の
立
地
緩
和
区
域
及
び
幹
線
道
路
沿

い
に
お
け
る
市
街
化
区
域
の
拡
大
な
ど
、

長
年
の
懸
案
事
項
の
実
現
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
引
き
続
き
市
街
地
整
備
や
道

路
、
公
園
、
下
水
道
整
備
な
ど
、
重
点
的

に
整
備
す
べ
き
施
策
を
効
率
的
・
効
果
的

に
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
道
３
２
９

号
西
原
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
伴
い
移
転
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
企
業
の
移
転
先
地
確
保

の
た
め
、
工
業
用
地
の
拡
大
に
向
け
沖
縄

県
土
地
開
発
公
社
と
連
携
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

さ
ら
に
、
国
道
３
２
９
号
と
県
道
浦
添

西
原
線
と
の
交
差
部
に
位
置
す
る
小
那
覇

地
区
に
つ
い
て
、
今
後
の
マ
リ
ン
タ
ウ
ン

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
と
の
連
携
を
見
据
え
な

が
ら
、
町
民
の
暮
ら
し
に
利
便
性
と
潤
い

を
も
た
ら
し
、
か
つ
、
町
外
か
ら
の
来
訪

者
に
西
原
町
の
魅
力
を
伝
え
る
中
心
商
業

地
に
適
し
た
用
途
地
域
へ
の
変
更
に
取
り

組
み
ま
す
。

公
園
に
つ
い
て
は
、
西
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
内
に
お
け
る
都
市
公
園
の
事
業

化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の

多
い
東
崎
公
園
、
イ
ル
カ
公
園(

東
崎
都

市
緑
地)

を
は
じ
め
と
す
る
各
公
園
施
設

の
遊
具
の
安
全
点
検
及
び
維
持
管
理
に
努

め
ま
す
。

西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
関
係
地
権
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
物

件
補
償
や
道
路
及
び
宅
地
造
成
工
事
の
着

実
な
進
捗
に
努
め
ま
す
。

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
事
業
に
つ
い

て
は
、
沖
縄
県
が
策
定
す
る
官
民
連
携
の

手
法
に
よ
る
新
た
な
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
促
進
を
図
り
ま
す
。

お
わ
り
に

令
和
４
年
度
の
各
予
算
案
に
つ
い
て
は
、

申
し
上
げ
ま
し
た
諸
施
策
事
業
な
ど
を
中

心
に
編
成
し
、

（1）
一
般
会
計

　
１
２
，３
９
８
，０
０
０
千
円

（2）
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
４
，１
２
０
，３
９
２
千
円

（3）
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

　
５
３
４
，１
１
７
千
円

（4）
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
３
３
２
，６
０
９
千
円

（5）
水
道
事
業
会
計               

　
１
，１
２
６
，６
２
５
千
円

（6）
下
水
道
事
業
会
計

　
８
４
９
，６
６
６
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
、
令
和
４
年
度
の
町
政
運
営
の
基

本
姿
勢
及
び
主
要
施
策
の
概
要
並
び
に
予

算
案
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
他
に
も
条
例
案
等
を
上
程
し
て
お
り

ま
す
。

議
員
各
位
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和
４

年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
２
日

西
原
町
長　
　
崎　
原　
盛　
秀
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新型コロナワクチン接種についてお知らせ

☎ ０９８‒９１１‒９１７４　ＦＡＸ ０９８‒９４６‒６０８６
受付時間 ９：００～１２：００  １３：００～１７：００（土日休日除く）

【健康保険課新型コロナワクチン担当】

予防接種では健康被害（病気になったり障害が残ったりすること）が起こることがあります。コロナワク
チンの予防接種の場合でも予防接種法に基づく救済（医療費・障害年金等）が受けられます。
申請に必要な手続きなどについては、新型コロナワクチン接種対応プロジェクトチームまでご相談くだ
さい。

追加接種では、交互接種（1・2回目と異なるワクチンを接種すること）が認められていますが、副反応な
ど不安なこともあり、迷っている方もいらっしゃると思います。そこで、交互接種をした方にインタビュー
を行いました。

50代　男性
2回目に接種したワクチン：ファイザー、3回目に接種したワクチン：モデルナ

ワクチンに対する気持ち
ワクチンの種類は混合した方が効果が上がるとの話も聞くので、３回目は予約がすぐ取れるモ

デルナにしました。受験生の娘もいたので接種して安心しました。

副反応
副反応は、2回目38℃以上の発熱がありましたが、３回目は37℃台で収まりました。ただ倦怠
感が接種翌日は丸一日あり、解熱剤を飲んでずっと寝て過ごしました。接種二日後には平熱にも
どり、少し倦怠感が残るものの普段通りに過ごせました。

ＨＰには、1・2回目と同じワクチンを接種した方の体験談も掲載しています。
右のＱＲコードから、ご覧ください。

※混雑時には電話がつながりにくいことが
あります。しばらく時間をおいてお試し
ください。

※下記の内容は３月14日時点の情報となります。コロナワクチンに関する情報は更新が早いため、手元に広報紙が
届くまでに変更となっている可能性があります。最新の情報はＱＡＢデータ放送や西原町ホームページでご確認
ください。

医療機関

しらかわ内科
（☆）とうま内科
☎946－3799

ハートライフクリニック

ゆいゆい内科クリニック

あいわクリニック

月 火 水 木 金 土 日

３回目の接種券は、２回目の接種を終えて６か月経過した方へ順次発送していきます。現時点での対象者は、
コロナワクチンを２回接種し、６か月経過した18歳以上の方です。ワクチンの供給状況等により前後すること
があります。
西原町で使用するワクチンはファイザー社製とモデルナ社製です。
個別接種では、医療機関によって使用するワクチンが異なるのでご注意ください。

備　考

・上記の日程は、初回接種（12歳以上）と追加接種の日程です。3回目接種の集団接種
の予定はありません。個別接種をご利用ください。
・予約は、webまたはコールセンターで受付します。医療機関へ直接電話することは
控えてください。ただし（☆）の医療機関は直接医療機関にお問い合わせください。
・12～15歳の接種は保護者の同伴が必須、16～18歳の接種は可能な限り保護者同
伴をお願いします（医療機関によっては必須）。
なお接種の際は母子手帳を持参するようにお願いいたします。

・日は4/17のみ実施

・12～15歳の予約・接種
は受付していません。

・12～15歳は月･水のみ可能
・16～18歳も保護者同伴

医療機関へ
直接ご連絡してください。

※モデルナ社ワクチンを使
用しています。

※1・2回目接種の方は予
約できません。

※しんざと内科は4/4より
モデルナ社ワクチンを
使用します。

3回目接種について

webなら
24時間
予約可能

ＳＡＫＵ整形クリニック

個別接種（Ｆ：ファイザー、Ｍ：モデルナ）

城間医院

ＭＭＭＭＭ

ＭＭ

Ｍ

Ｍ

Ｆ Ｆ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｆ Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｍ

Ｆ

Ｆ

Ｆ ＦＦ ＦＦ

Ｆ

Ｆ

ＦＦＦ

ＦＦＦＦ

Ｍ

いちょう内科あしとみ

しんざと内科

太田小児科医院

アドベンチスト
メディカルセンター

玄米クリニック

小児（5～11歳）の
ワクチン接種について

【予約方法】
web予約
https://jump.mrso.jp/473294
電話予約
０９８-９１１-９１７４

下記の医療機関で接種を行っています

※小4以上、小3以下のお子様を同じ医療
機関で接種ご希望の場合は、◆の医療
機関に予約を入れるようお願いします。
◎1回目接種日が12歳の方は、右記の個
別接種をご利用ください。ただし、11
歳で1回目接種をされた方は、1回目と
同じ医療機関で、小児用ワクチンの接
種となります。
◎小児（5～ 11歳）の新型コロナワクチン
接種については西原町
ＨＰにてお知らせしてい
ます。右記のＱＲコード
からご覧できます。

医療機関

城間医院

玄米クリニック

◆あいわクリニック

◆太田小児科医院

対象者

◆ハートライフ
　クリニック

小学4年生以上が
対象

小学3年生以下が
対象(※)

予防接種健康被害救済制度について

追加接種の体験談を聞いてみました！

無料相談

相続・土地、建物
・会社の登記・法律相談

★相続のことなら安心しておまかせ下さい!

☎098-944-2582・　090-8291-4095

営業時間：月～土 8:30～18:00
※日・祝日及び時間外の対応も可
西原町棚原1丁目22番地25（ローソン棚原店うら）

P２台可

司法書士  慶田元　克次
けだもと かつじ

慶田元司法書士事務所
けだもと
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※広報紙に掲載する写真については、撮影時のみマスクを外しております。

イベント
フォトギャラリーわったー

民生委員・児童委員は、厚生労働大臣
から委嘱を受け、地域の身近な相談相手
として、支援が必要な人を適切な機関に
つなぐ役割を担っています。
町では、随時、民生委員を募集してお
ります。興味のある方はぜひお問い合わ
せください。

【お問い合わせ】
福祉部 福祉課 社会福祉係 ☎945-4791
西原町社会福祉協議会　　☎945-3651

令和4年度は民生委員·児童委員の
一斉改選が行われます

宮城幸子さん  藍綬褒章  受賞

坂田小学校環境美化全国表彰

国道329号
与那原バイパス開通！

令和3年度 沖縄県文化協会賞受賞

日本赤十字社西原町分区の
功労者表彰

第40回全国中学生
人権作文コンテスト
沖縄県大会において
人権意識の高揚に尽
力した学校として、

西原東中学校へ那覇人権擁護委員協議会より感謝状が贈ら
れました。同校の応募状況は前年度に比べ3.1倍、全生徒数
約530名に対する応募割合は29％と高く、元々意識の高い
生徒が多いとのことです。そのように頑張っている生徒の
姿に親

おや
泊

どまり
正
まさ

幸
ゆき

校長は「今回の感謝状は生徒のさらなるやる
気にもつながるのでとても嬉しく思います」と喜びの表情で
話してくれました。

環境美化に取り組
む姿勢が評価され
た坂田小学校が、『第
22回 環境美化教育
優良校等表彰事業』

において、全国で6校のみ選ばれる優秀校に輝きました。同
校では『あたりまえのことができる坂田小』という目標を掲げ
ており、朝の清掃活動や花植え活動、西原の塔の清掃活動
やヤギの飼育を通した環境学習に、児童が主体となって積極
的に取り組んできました。今回、その毎日の努力の積み重ね
が評価され、優秀校を受賞したことに対し、児童たちは笑顔
を浮かべて喜んでいました。また、副賞として10万円が贈
られ、図書費や環境美化活動費として活用される予定です。

今後の同校の更なる活躍に期待が高まります。

令和４年３月
6日、与那原町
与那原（マクド
ナルド付近）～
南風原町与那
覇間を繋ぐ国

道329号与那原バイパスの開通式が行われました。本線開
通により、国道329号の渋滞緩和や、県立南部医療センター・
こども医療センター及び那覇都市圏へのアクセス性の向上
が見込まれ、本町を含む東海岸側に住む方にとって大変便
利な道路の開通となりました。本線は3月6日より暫定開通
され、現在片側1車線で走行可能となっ
ています。那覇市や南風原町へお出かけ
の際は、ぜひご利用ください。また、詳
細につきましては右のQRコードよりご確
認ください。

2月22日
（火）

西原東中
人権活動感謝状贈呈式

２月28日
（月）

3月 2日
（水）

３月６日
（日）

2月 8日
（火）

2月24日
（木）

令和3年秋の褒章で、県更
生保護女性連盟会長 宮

みや
城
ぎ

幸
さち

子
こ

さんが藍
らん

綬
じゅ

褒章を受賞しまし
た。藍綬褒章とは、教育や福
祉等の分野で社会貢献に尽力

した方へ、内閣総理大臣から送られる賞となっており、宮城
さんは更生保護の功績が認められ今回の受賞となりました。

更生保護の活動をはじめて38年目を迎える宮城さんは、
罪を犯してしまった少年少女たちと関わる中で、「罪を犯し
ていても、その子たちの良い所を少しでも見つけてあげて、
そこを伸ばしていくことが大事です。子どもが罪を犯す大
きな原因は親にあります。出所した子どもへたくさん励ま
しの言葉をかけて、これからも私たちが見守っていると伝
えているのです。」と語りました。

また今回の受賞に際して、「みなさんのおかげでこの長い
間、活動を続けることができ、今回の褒章に繋がりました。
更生保護について、若い人たちに少しでも関心を持ってい
ただきたい」と語りました。

沖縄県文化協
会より令和３年
度 沖 縄 県 文 化
協会賞を町内か
ら２名と１団体
が受賞し、町役

場において伝達式が行われました。西原町文化協会の発展
と運営に多大な貢献をしたなどとして波

なみ
平
ひら

常
つね

則
のり

さんが『功労
賞』、小学校での指導など書道を通して地域文化の振興に尽
力してきたとして宮

みや
本
もと

康
やす

申
のぶ

さんが『奨励賞』、チャリティ公演
など地域の生涯学習の振興に大きく貢献したとして西原町
文化協会大正琴部会が『団体賞』をそれぞれ受賞しました。宮
本さんは「受賞の知らせには驚きましたが、とてもうれしい
です。精神文化の書道を通して人と関わるうえで大切な道
徳面を教えていきたい」と喜びと抱負を話してくれました。

長年にわたり日本
赤十字事業へ携わっ
た功績が評価され、
12年間尽力した前
分区長の上

うえ
間
ま

明
あきら

さん
へ金色有功章と、約10年間掛保久自治会長として活動され
た長

なが
嶺
みね

徳
とく

三
ぞう

さんへ感謝状がそれぞれ贈られました。
伝達式に出席した長嶺さんは、「これからも日本赤十字社

の活動を支援していきたい」と述べました。

2月14日（月）に町地域福祉
計画策定委員会の諸

もろ

見
み

里
ざと

安
やす

知
とも

委員長より、町長及び町社会
福祉協議会長へ第一次西原町
地域福祉計画・第四次西原町
地域福祉活動計画（案）に対す
る答申書が手渡されました。
諸見里委員長は、「策定委員会で出された意見をもとに答申書としてとりまと

めました。行政と町社会福祉協議会が一体的に策定した計画であり、今後さ
らに連携して地域福祉の向上及び推進を図ってほしい。」とお話がありました。
崎原町長は、「町の福祉部門の上位計画です。これから5年間、この計画を基

に着実に福祉施策を実施していきます。」と述べました。
町は、町社会福祉協議会と協力し、町民・福祉関係者等の連携体制のもと、

福祉のまちづくりを進めていくことを目指します。

第一次西原町地域福祉計画·第四次西原町地域福祉活動計画を策定しました！

【計画の基本理念】
「みとめあい　ささえあい 感謝の絆でつながるまち　西原町」

文化財
コラム

内う
ち

間ま

御ウ
ド
ゥ
ン殿
で
使
う
石
、

　
　
　
　

集
め
て
い
ま
す
！

　
お
問
い
合
わ
せ  

文
化
課 

文
化
財
係 

☎
９
４
４
―
４
９
９
８

本
町
で
は
、
本
年
度
か
ら
内
間
御
殿（
国
指
定
史
跡
）の
中

心
的
施
設
で
あ
る
東ア
ガ
リ
ー江

御
殿
を
囲
う
石せ
き
し
ょ
う牆（

石
垣
）の
修
復
・

復
元
工
事
に
取
り
掛
か
る
予
定
で
す
。
し
か
し
、
石
牆
の
修

復
・
復
元
等
に
あ
た
っ
て
は
、
現
地
に
残
る
石（
①
）と
、
同

種
の
石
材
が
大
量
に
必
要
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

東
江
御
殿
の
石
牆
に
使
用
さ
れ
て
い
る
石
は
、
ほ
と
ん
ど

が
サ
ン
ゴ
石
を
加
工
し
た
も
の
と
の
こ
と
で
す
が
、
残
念
な

こ
と
に
沖
縄
県
の
規
則
に
よ
る
制
限
も
あ
り
、
現
在
県
内
の

海
域
か
ら
は
採
取
が
困
難
な
石
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
こ
の
石
材
を
ど
の
よ
う
に
入
手
す
る
か
が
大
き
な
課

題
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
つ
い
先
日
、
町
内
の
と
あ
る
屋
敷
を
囲
う
石

塀
の
解
体
工
事
現
場（
②
）か
ら
、
そ
の
サ
ン
ゴ
石
に
類
す
る

と
思
わ
れ
る
石（
③
）を
た
く
さ
ん
頂
く
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
頂
い
た
石
は
今
後
、
東
江
御
殿
で
使
用
さ
れ
て
い
る
石

と
の
詳
細
な
比
較
等
を
行
い
な
が
ら
、
使
用
可
能
な
石
を
選

別
し
、
石
牆
等
の
修
復
・
復
元
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
整
備
に
必
要
な
石
材
は
ま
だ
ま
だ
不
足

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
現

在
入
手
困
難
な
写
真
①
・
③
の
よ
う
な
石
が
使
わ
れ
て
い
る

石
塀
や
お
墓
等
の
石
造
物
を
所
有
し
て
い
る
方
で
、
近
い
将

来
取
り
壊
し
を
行
う
な
ど
の
予
定
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の

石
を
内
間
御
殿
の
整
備
の
た
め
に
お
譲
り
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
そ
の
際
は
、ぜ
ひ
本
町
文
化
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②今回頂いた石が積
まれていた塀

③サンゴ石に類すると思わ
れる石（②の石塀拡大）

①東江御殿石牆の石

地域のために一緒に
活動しませんか？
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令和4年4月分からの手当額が2021年度全国消費者物価指数
の変動に伴い、下記のとおり変更されます。

「子育て世帯への臨時特別給付金（支援給付金」の“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください。
不審な電話や郵便があった場合は、西原町こども課や最寄りの警察署、または警察相談専用電話（＃９１１０）にご連絡ください。

１．支援給付金とは？
新たに対象児童（高校生等）を養育しているにも関わらず、（元）配偶者から給付金を受け取っていない方に対し、支援給付

金を支給することになりました。
当給付金を受け取るためには申請が必要です。

２．支給対象者
以下のいずれかに該当する方が対象です。
①令和３年９月分の児童手当の受給者ではなかったが、令和４年３月分の児童手当の受給者になった方
②令和３年９月30日において高校生等を養育していなかったが、令和４年２月28日時点において、高校生等を養育してい
る方

③その他これらに準ずる方（ＤＶ被害者・養子縁組などで養育者が変わっている場合等）
※高校生等とは　
平成15年４月２日～平成18年４月１日生まれの方で、配偶者を有していない方です。
高校に在学していない社会人等も対象になります。

３．申請方法　給付金を受け取るには、申請が必要です。
申請書に必要書類を添付してこども課窓口に直接、または郵送でご提出ください。
詳細は西原町ホームページを確認してください。
HPトップ画面＞支援情報＞町民・事業者向け支援（課ごと一覧）＞こども課＞令和3年度子育て世帯への臨時
特別給付（支援給付金）について
申請書の受付後、申請内容を確認して指定口座に振り込みます。

４．申請期限　令和４年４月28日（木）※必着
５．支 給 額　対象児童1人あたり10万円

※元配偶者から給付金の一部を受け取っていたり、児童のために使っている場合は、その額を差し引いた額になります。
【送　 付　 先】 〒903-0220　西原町字与那城140-1　西原町こども課　宛
【お問い合わせ】 西原町福祉部　こども課　子育て支援係　☎098-945-5311

離婚家庭等の方へ 令和3年度子育て世帯への臨時特別給付（支援給付金）のご案内

【お問い合わせ】 福祉部 健康保険課 ☎098-911-9163

【お問い合わせ】福祉課 障がい支援係 ☎９４５-４７９１  FAX９４５-６７７０

【お問い合わせ】
西原町教育委員会  教育総務課  学務係  ☎098-945-5039

支給対象者　下記のすべての条件を満たす方
・国民健康保険の被保険者又は後期高齢者医
療制度被保険者
・新型コロナウイルス感染症に感染、又は発熱
等の症状があり感染が疑われ、療養のため労
務に服することができなかった方
・勤務先から給与等の支払いを受けている方

支給対象日数　労務に服することができなくなった日から起算
して4日目以降就労ができない日数

支給額計算　直近3か月間の給与収入等の合計額÷直近3か
月間の就労日数×2/3×支給日数

適 用 期 間　令和2年1月1日から令和4年6月30日の間で
労務に服することができない期間
※ただし、入院が継続する場合等は最長1年6
か月まで

国民健康保険・後期高齢者医療
新型コロナウイルス感染症に伴う傷病手当金の支給について

期間が延長
    されま

した

【お問い合わせ】 福祉部こども課 子育て支援係 ☎945-5311

児 童 扶 養 手 当
特別児童扶養手当の手当額について

令和3年4月分～
令和4年3月分

変更前 変更後

令和4年4月分～

特別児童
扶養手当
（月額）

児童
扶養手当
（月額）

〈第1子〉全部支給
一部支給

〈第2子〉全部支給
一部支給

〈第3子以降〉全部支給
一部支給

43,160円
43,150円~10,180円
10,190円

10,180円~5,100円
6,110円

6,100円~3,060円

43,070円
43,060円~10,160円
10,170円

10,160円~5,090円
6,100円

6,090円~3,050円
1級

２級

52,500円

34,970円

52,400円

34,900円

手話通訳者・要約筆記者派遣について

特別障害者手当等の支給額について 沖縄県後期高齢者医療広域連合よりお知らせです
一定以上の所得のある方(75歳以上の方等)の

医療費の窓口負担割合が変わります
2021年全国消費者物価指数の物価変動率（▲0.2％）に基

づき、令和4年度の特別障害者手当等の手当額は下記のとお
りになります。 令和4年10月1日から、一定以上の所得のある方(75歳以

上の方等）は、現役並み所得者（窓口負担割合3割）を除き、
医療費の窓口負担割合が2割になります。
世帯の窓口負担割合が２割の対象となるかどうかは、７
５歳以上の方の課税所得や年金収入をもとに、世帯単位で
判定します。
また、窓口負担割合が2割となる方には、負担を抑える配
慮措置があります。施行後3年間は、2割負担となる方につ
いて、１か月の外来医療の窓口負担割合の引き上げに伴う
負担増加額を3,000円までに抑えます※1。（入院の医療費は対
象外）
※1.同一の医療機関での受診については、上限額以上窓口で

支払わなくてよい取扱い。そうでない場合では、1か月
の負担増を3,000円までに抑えるための差額払い戻し。

【２割負担の所得基準】
・課税所得が28万円以上かつ「年金収入＋その他の合計所
得金額」が200万円以上※2の方が2割負担の対象。

※2.単身世帯の場合。（複数世帯の場合は、320万円以上）

高齢者の皆様には、ご負担をお願いしますが、安心して
医療が受けられるよう、今後にわたって安定的に持続可能
な財政運営とするため、ご理解とご協力をよろしくお願い
します。

★なぜ体罰はいけないの？
・体罰等が繰り返されると、子どもの心身の成長・発
達にさまざまな悪影響が生じる可能性があり、科学
的にも明らかになっています。
★しつけと体罰はどう違うの？
・しつけとは、子どもの人格や才能等を伸ばし、自律し
た社会生活を送れるようにサポートしていくことです。
・そのためには、体罰ではなく、どうすればよいのかを
言葉や見本を示すなど、本人が理解できる方法で伝
える必要があります。
子どもへの体罰は法律で禁止されています。体罰等によ
らない子育てを推進するため、子育て中の保護者に対す
る支援も含めて社会全体で取り組んでいきましょう。

聴覚障がい者の社会参加を促進するため、社会生活にお
けるコミュニケーションが必要な方々へ支援を行います。
詳しくは、福祉課までお問い合わせください。

・福祉課窓口にて手話通訳者を配置しています。
・病院受診や行政手続き等に手話通訳者・要約筆記者を派
遣しています。

※原則1週間前までにお申し込みください。

令和4年度　就学援助のお知らせ
【就学援助とは】
西原町教育委員会では、小中学校に通学する児童生徒の保
護者に対し、学用品費や学校給食費など学校教育に必要な
費用の一部を援助する就学援助制度を実施しています。

～令和3年度に認定を受けていた方も、
毎年度申請が必要となりますのでご注意ください～

【申請方法等】
申請期間：令和4年4月11日（月）～令和4年5月31日（火）
申請方法：必要書類を揃えて、各学校に申請してください。
※申請書は、町ホームページから印刷するか学校又は教育
委員会でお受け取りください。
【留意】
①令和3年度に「入学準備金」に係る申請を行った児童（新小
学1年生）について
→「認定」となった児童については、今回新たに申請する必
要はありません。
→「否認定」となった児童については、今回改めて申請するこ
とで「令和4年度の所得情報」にて再度の審査を
受けることができます。
②受給条件（住所地や所得要件など）や援助内容、
必要書類などの詳細はコチラ（QRコード）へ。

※2月、5月、8月、11月に、前月分までの3か月分が振り込まれます。
※物価の変動に伴い、今後、手当額が変更になる可能性があります。

障害児福祉手当

特別障害者手当

経過的福祉手当

14,880円

27,350円

14,880円

14,850円

27,300円

14,850円

令和3年度（月額） 令和4年度（月額）

 

❶ FAX、メールまたは福祉課窓口にて申込み
❷ コーディネーターが登録者を調整、決定
❸ 派遣申請者へ派遣決定のお知らせ
❹ 現場にて派遣申請者と通訳者が待ち合わせ

体罰等によらない子育てを広げよう！
～みんなで育児を支える社会に～

【窓口負担割合変更に関する問合せ】
後期高齢者窓口負担割合コールセンター　☎0120-002-719
沖縄県後期高齢者医療広域連合　　　☎098-963-8011
西原町役場 健康保険課 後期高齢者医療係　☎098-911-9163

▲詳細はこちら

健康だより

←与那原 中城→

内間交差点小那覇交差点

ローソンココ

サンエー
西原シティ

250m

西原町字内間111-2
TEL.882-9155

お 見 積り調 査 無 料 ! !

台所・浴室・トイレ
水廻りのリフォーム

《西原町給水工事指定店》

水道管取替え工事

お気軽に
お電話下さい。
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令和４年度乳幼児健診予定

【特定健診、胃･肺･大腸がん検診】
場　　　　　所　西原町保健センター（西原町役場）　　受　付　時　間　8:00 ～ 11:00
自 己 負 担 額　特定健診：（20代30代）1,300円、（40歳以上）無料
　　　　　　　　胃がん：1,000円、肺がん：400円、大腸がん：600円
予約申し込み先　沖縄県健康づくり財団（電話番号：098-889-6492）　Web予約　
　　　　　　　　＊予約受付時間8:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00

◆◆◆◆◆◆◆集団健診日程のお知らせ◆◆◆◆◆◆◆

【問い合わせ】 福祉部健康保険課 保健予防係　☎911-9163

【問い合わせ】 福祉部こども課　母子保健係　☎945-5311

４ 月
５ 月
６ 月
７ 月
８ 月
９ 月
１０ 月
１１ 月
１２ 月
１ 月
２ 月
３ 月

24 日 (日)
　－ 
5 日 (日)
3 日 (日)
7 日 (日)
4 日 (日)
1 日 (土)
6 日 (日)
3 日 (土)
22 日 (日)
5 日 (日)
　－ 

　　－ 
12 日 (木)
30 日 (木)
28 日 (木)
25 日 (木)
15 日 (木)
6 日 (木)
10 日 (木)
8 日 (木)
12 日 (木)
　　－ 
2 日 (木)

　 － 
26 日 (木)
17 日 (金)
21 日 (木)
4 日 (木)
8 日 (木)
20 日 (木)
18 日 (金)
15 日 (木)
26 日 (木)
17 日 (金)
16 日 (木)

　　－ 
　　－ 
9 日 (木)
　　－ 
　　－ 
1 日 (木)
　　－ 
　　－ 
1 日 (木)
　　－ 
　　－ 
9 日 (木)

健診日

対象年齢
乳児健診 １歳半健診 ２歳児歯科 3歳児健診

前期：4～5ヶ月 
後期：9～10ヶ月 1歳7～8ヶ月 2歳3～6ヶ月 3歳3～5ヶ月

乳児健診 1歳半・3歳児健診 ２歳児歯科

●健診日の確認方法
①対象者には健診日のおよそ３週間前に健診の案内や問診票等が入った通知が届きます。
②下記のＱＲコードを読み取ると、お子様の生年月日が入った
日程表が確認できます。対象の健診日に受診できなかった場
合は別日程で受診できます。お問い合わせください。

町が実施する乳幼児健診は保育園や幼稚園で行う内科健診とは内容が異なり、成長に合わせた発達状況等の
確認を行います。令和４年度は下記のスケジュールを予定していますが、新型コロナ感染症の状況で中止お
よび延期になる場合があります。そのため、詳しい日時および対象者は、HPでの確認をお願いします。

令和４年度 乳幼児健診について（　　　　　　）乳児健診、1歳半健診
2歳児歯科健診、3歳児健診

【乳がん・子宮頸がん検診】（偶数年齢の方が対象です）
場　　　所  西原町保健センター（西原町役場）　　
受 付 時 間  13:30～14:30
自己負担額  乳がん：（マンモグラフィー・40歳以上）2,100円
　　　　　 （エコー・30歳代）2,500円、子宮頸がん:600円

6/29
7/25
8/18

㈬
㈪
㈭

日程

日程

7/1

7/14

8/3
8/20
10/16
11/27

電話予約

6/1（水）～6/3（金）

6/8（水）～6/10（金）

7/4（月）～7/6（水）
7/20（水）～7/22（金）
9/12（月）～9/14（水）
10/19（水）～10/21（金）

Web予約

5/9（月）～5/29（日）

5/13（金）～6/5（日）

6/6（月）～6/26（日）
7/1（金）～7/18（月）
8/8（月）～9/4（日）
9/20（火）～10/16（日）

対象行政区

掛保久、小那覇、平園、翁長、幸地ハイツ、西原ハイツ、池田、
小波津、小波津団地、安室、桃原
小橋川、内間、内間団地、嘉手苅、坂田、坂田高層住宅、棚原、
上原、森川、千原、呉屋、西原団地、徳佐田、西原台団地、津花波
幸地、幸地高層住宅、兼久、与那城、我謝、美咲

全行政区の方が対象です
全行政区の方が対象です
全行政区の方が対象です

㈮

㈭

㈬
㈯
㈰
㈰

予約申し込み（乳がんのみ） 1日程あたりの定員
5月25日（水）～
　　　　定員に達するまで
予約受付時間：9時から17時
予約方法：健康保険課への電話

乳マンモ：40人
乳エコー：10人（8/18は
　　　　　実施なし）
子 宮 頸：定員なし

予約期間

Web予約

※国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料は、納期限と口座振替日が異なります。(  )内の日付は口座振替日です。
※介護保険料においては、残高不足等で引き落としができなかった場合、末日に再振替となります。

種　目
第一期分

4月分 5月分 6月分 7月分 8月分 9月分 10月分 11月分 12月分 1月分 2月分 3 月分

第ニ期分 第三期分 第四期分 第五期分 第六期分 第七期分 第八期分 第九期分

納　　期　　限　　（　口　座　振　替　日　）

◎ 令和４年度　町税等納期限（口座振替日）一覧表 ◎

納　　期　　限

町県民税

軽自動車税

6月30日(木)

5月2日(月)

5月31日(火)

8月1日(月)

（7月25日（月））

8月1日(月)

（7月15日（金））

8月31日(水)

8月1日(月)

8月31日(水)

（8月25日（木））

8月31日(水)

（8月15日（月））

10月31日(月)

12月26日(月)

9月30日(金)

（9月26日（月））

9月30日(金)

（9月15日（木））

1月31日(火)

2月28日(火)

10月31日(月)

（10月25日（火））

10月31日(月)

（10月17日（月））

11月30日(水)

（11月25日（金））

11月30日(水)

（11月15日（火））

1月4日 (水 )

（12月26日（月））

1月4日 (水 )

（12月15日（木））

1月31日(火)

（1月25日（水））

1月31日(火)

（1月16日（月））

2月28日(火)

（2月27日（月））

2月28日(火)

（2月15日（水））

3月31日(金)

（3月15日（水））

固定資産税

後期高齢者
医療保険料
国民健康
保険税

介　護
保険料

学校給食費
保育所保育料

種　目

6月10日(金)

4月20日(水)

7月11日(月)

5月10日(火)

8月10日(水)

6月10日(金)

9月12日(月)

7月11日(月)

10月11日(火)

9月12日(月)

11月10日(木)

10月11日(火)

12月12日(月)

11月10日(木)

1月10日(火)

12月12日(月)

2月10日(金)

1月10日(火)

3月10日(金)

2月10日(金)

4月10日(月)

3月10日(金)8月10日(水)

平日は仕事で金融機関に行けない 最寄りの金融機関が遠くて行くのが大変！

町税等の納付に、便利で確実な口座振替をオススメします！
納期限をうっかり忘れてしまう

口座振替の申込先
●沖縄県農業協同組合　●沖縄県労働金庫
●沖縄海邦銀行　●沖縄銀行　●ゆうちょ銀行
●琉球銀行　●コザ信用金庫

必要なもの　
●通帳　●通帳印鑑（銀行届出印）　・納税通知書　・口座振替申込書
※口座振替日の前日までに残高を確認してください。
※期限が過ぎている町税は口座振替できませんのでご注意ください。

【お問い合わせ】 西原町役場　会計課　☎945-5193
【お問い合わせ】

福祉部 健康保険課　保健予防係　☎911-9163

1.役場内支払窓口の営業時間の変更について
令和4年4月1日から役場内支払窓口（ＪＡ）の営業時
間が次のとおり変更となります。
(変更後）9：00～12：00・13：00～15：00
※時間外においては会計課窓口・税公金セルフ支払
機でお支払下さい。

2.税公金セルフ支払機設置のお知らせ
（稼働開始日）令和4年4月中旬
（利用可能時間）平日 8：30～ 17：15
（取扱税公金）町民税・固定資産税・軽自動車税・
法人町民税・国民健康保険税・後期高齢者医療保険
料・保育料・上下水道料金
※給食費については現在調整中
※お支払は現金のみです。
※一部対応してない納付書があります
のでその際は、役場内支払窓口（JA）
または会計課窓口でお支払下さい。

税金等の支払窓口時間変更・税公金
セルフ支払機設置のお知らせ

成人男性の風しん抗体検査・予防接種について
2019年～2021年度に送付したクーポン券は

2023年3月まで使用できます。
風しんの流行を防ぐために、国の風しん対策として、
以下の対象者は抗体検査（検査結果で十分な抗体がない
方への予防接種）を無料で実施しており、令和3年度ま
での実施期間が令和6年度まで延長となりました。すで
に対象者へ発送されているクーポン券は、有効期限に
記載の日付に関わらず、令和5年3月まで使用できます
ので、早めに検査を受けられますようおすすめします。

※クーポン券を紛失された等、お手元にない方は下記までお
問い合わせ下さい。

対象は
昭和37年4月2日から   
昭和54年4月1日の間に
生まれた男性です
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詳しくは
　こちら

▲

「マイナンバーカード」のお知らせ

【お問い合わせ】町民課  住民年金係  ☎098-945-5012

【お問い合わせ】総務部　環境安全課　環境保全係　☎945-5018

【受付・問合せ】町民課 住民年金係 ☎098-945-5012・浦添年金事務所 国民年金課 ☎098-877-0343

出産前後の国民年金保険料免除

狂犬病予防注射は、飼い主の義務です！

国民年金保険料の納付が困難な学生のみなさんへ
免除期間
出産予定日または出産日が属する月の前月から4か月間

（双子などの場合は3か月前から6か月間）の国民年金保険
料が免除されます。
※出産とは、妊娠85日（4か月）以上の出産をいいます（死産・流産・
早産も含みます）
対象者
国民年金の第1号被保険者で出産日が平成31年2月1日
以降の方
※任意加入の方は対象になりません。
添付書類
出産前に届出を提出する場合 → 母子手帳など

※出産予定日の6か月前から届出ができます。
出産後に届出を提出する場合 → 出生届を役場へ提出
済みの場合は不要

学生納付特例制度は、学生の間の保険料を猶予し社会
人になってから納める制度です。
申請には、ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金
額以下であることが条件です。
所得の目安　128万円＋｛扶養親族数×38万円｝
対象者　学校教育法に規定する大学(大学院)、短期大学、
専門学校など各種学校に通っている20歳以上の学生(修
業年数が1年以上の課程に在籍している方に限る)
必要なもの　学生証または在学証明書
※代理人が申請する場合は、代理人の身分証明書・印鑑(認印可)
が必要になります(同一世帯でない場合は委任状が必要)
学生納付特例期間は、年金の受給資格期間に含まれ
ます。ただし、年金額の計算には反映されません。10年以
内であれば猶予を受けた期間の保険料をさかのぼって
納めることができます。

◎引越の際は、マイナンバーカードの手続きをお願いします。
転入者及び転居者は西原町役場へ、転出者は転出先の市町村役場へ、マイナンバーカードを持参の上で、
住所変更手続きをお願いします。
◎ノベルティをプレゼント（先着５５０名）！

マイナンバーカードの受領で来庁された15歳未満の方を対象に、ノベルティ（クリアファイル・マイナンバー
カードケース等）をプレゼントします。
◎４月・５月の休日・夜間交付窓口開設のお知らせ（要予約） 平日・日中の受け取りが難しい方は、ご利用ください。
４月　⇒　12（火）・14（木）17：30 ～19：30  ・  24（日）９：00 ～13：00
５月　⇒　14（土）９：00 ～13：00  ・  17（火）、19（木）17：30 ～19：30

犬を飼っている飼い主は、狂犬病の予防注射を年に１度受けさせなければいけません。

予防注射 3,400 円（注射済票交付のみの方は550円）
新規登録 3,000 円（鑑札票再交付の方は1,600 円）第１回

第２回
４月24日（日）
５月29日（日）

実施日 場　所 受付時間
西原町役場玄関前
西原町民体育館

  ９:００～１２:００
１３:００～１６:００

集合予防注射の日程 ※午前・午後とも、
　受付開始直後は混雑が予想されます。 料　金

※おつりのないようにご協力をお願いします。
３月２日以降に動物病院で予防注射を受けた場合は、注射済票交
付のみとなります。病院で交付された証明書を持参してください。予防注射に関する注意事項

●当日は、予防注射の案内ハガキを持参してください。
●登録時に交付した鑑札と、前回の注射済票を持参してください（首
輪につけるなど）。紛失した場合は、会場で再交付の手続きをして
ください。
●犬を飼っている方は必ず登録を行い、飼い犬（生後91日以上）には
年に1度の予防注射を受けさせてください。

●飼い犬の登録をしていない方には案内ハガキが届きません。ご来
場のうえ登録の手続きをしてください。

●リード・首輪を抜けないように必ず着けてください。胴輪（ハーネ

ス）はダメです。
●犬をしっかりと制御できる（犬の力に負けない）人が連れてきてく
ださい。他の犬に対して攻撃的な犬は、必ず口輪を着けてきてくだ
さい。
●糞尿を済ませてきてください。糞をした場合は飼い主の責任で処理
し、持ち帰ってください。
●１か月以内に他のワクチン接種を受けた犬、体調に不安がある場
合、妊娠している場合は主治医の獣医師に相談してください。

●予防接種後数日は安静にし、交配、シャンプーは避けてください。

動物病院でも予防注射を受けることができます！ 下記の動物病院で予防接種を受ける場合には、注射済票の
交付及び登録等の手続きも同時に行うことができます！

※診察料や受付時間等は各動物病院へお問い合わせください。

杜ノ庭どうぶつ病院

ぎのわん動物病院

アイリスいぬとねこの病院

あかね動物病院

くどう動物病院

ほんだ動物病院

がじゅまる動物クリニック

ひろみ動物クリニック

さくらペットクリニック

西原町字翁長169-5

中城村南上原417-1

南風原町字兼城587-2

与那原町字与那原3062

与那原町東浜100-1 ラベルダ101

与那原町字与那原3587

南風原町与那覇507-1　1F

098-987-6632

098-942-3030

098-886-5059

098-887-4488

098-888-3514

098-944-2427

098-943-2272

098-946-9311

098-888-1525

那覇市首里石嶺町4-199-7
サンシャイン石嶺1F
那覇市首里平良町1-18-10
メゾン若葉1F

病院名 住　所 電話番号 病院名 住　所 電話番号

西
原
町
農
業
委
員
会

☎（
9
4
5
）5
2
8
1

総
務
部 

税
務
課 

資
産
税
係

☎（
9
4
5
）4
7
2
9

農
地
に
つ
い
て
、所
有
権
や
賃
借
権
な
ど
の

権
利
を
持
っ
て
い
る
者
は
、農
業
上
の
適

正
か
つ
効
率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。（
農
地
法
第
２
条
の
２
）

（
適
正
か
つ
効
率
的
な
利
用
の
例
）

１
．自
分
で
耕
作
す
る

２
．他
者
に
貸
し
て
耕
作
し
て
も
ら
う

※
２
の
場
合
、農
地
法
に
基
づ
く
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、借
り
手
が
見
つ

か
ら
な
い
場
合
、仲
介
す
る
機
関
と
し
て
農

地
中
間
管
理
機
構（
公
的
機
関
）も
あ
り
ま

す
。自
分
で
耕
作
が
で
き
な
い
、今
後
ど
う

し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
な
ど
、そ
の
ま

ま
に
せ
ず
に
左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
を

所
有（
使
用
）し
て
い
る
方
へ

縦
覧
で
き
る
方
は
、西
原
町
内
に
所
有
す
る

土
地
や
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
納
税

者
又
は
代
理
人
で
す
。納
税
者
の
場
合
は
、運

転
免
許
証
等
本
人
で
あ
る
と
確
認
で
き
る

も
の
を
、代
理
人
の
場
合
は
、納
税
者
か
ら
の

委
任
状
と
運
転
免
許
証
等
代
理
人
で
あ
る

と
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
縦
覧
期
間
】4
月
１
日
〜
5
月
2
日（
土

日
、祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
ま
で

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

【
縦
覧
場
所
】税
務
課

令
和
4
年
度
土
地
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
縦
覧
の
お
知
ら
せ

那
覇
広
域
都
市
計
画
の
変
更
の
『
原
案
の

縦
覧
及
び
公
聴
会
』
は
4
月
末
〜
5
月
中

旬
頃
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

那
覇
広
域
都
市
計
画
の
変
更
の

『
原
案
の
縦
覧
及
び
公
聴
会
』

                  

に
つ
い
て（
延
期
）

農
業
者
年
金
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
で
60
歳

未
満
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
方
は
、
だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

詳
細
は
農
業
者
年
金
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
つい
て

運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
手
を
上
げ
る

　
　
子
ど
も
は
あ
な
た
を
　
信
じ
て
る
」

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
4
月
6
日

か
ら
4
月
15
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

全
国
重
点
目
標

⑴
子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
の

確
保

⑵
歩
行
者
保
護
や
飲
酒
運
転
根
絶
等
の

安
全
運
転
意
識
の
向
上

⑶
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底
と

安
全
確
保

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

令
和
4
年
4
月
10
日（
日
） ▲詳しくはこちら

農
業
委
員
会

☎（
9
4
5
）5
2
8
1 

J
A
お
き
な
わ
西
原
支
店

☎（
9
4
5
）5
2
2
5

西原町に転入した皆様・特に学生の皆様
引っ越ししたら住民票を移しましょう！

【転出・転入手続きについてのお問い合わせは】
町民課　住民年金係　☎098-945-5012

引っ越しなどにより住所の異動がある方は、住民基本台帳法
に基づき、住民票の転出・転入の手続きをする義務がありま
す。住民票は、国民健康保険、国民年金、選挙人名簿など各
種行政サービスの基礎となります。なお、新型コロナウイル
ス感染症のワクチンを希望する方は、原則住民票所在地の
市町村で接種をうけることになっています。スムーズに予防
接種を受けるためにも、転入された際は速やかなお手続き
のご協力をよろしくお願いします。

【お問い合わせ】 総務部 環境安全課
環境保全係  ☎945-5018

大型連休中のごみ収集日程について
4月29日㈮
昭和の日
通常どおり

通常どおり 通常どおり

休　み

休　み

休　み

通常どおり

通常どおり

通常どおり

休　み

4月30日㈯ 5月1日㈰ 5月2日㈪ 5月3日㈫
憲法記念日

5月4日㈬
みどりの日

5月5日㈭
こどもの日

もえるごみ
もえないごみ
危 険 ご み
粗 大 ご み
資 源 ご み

令和4年2月28日現在

西
原
町
役
場 

☎
9
4
5

‒

5
0
1
1

人口：（男）17,821人　（女）17,678人　（男女計）35,499人　世帯数：15,186世帯

お
し
ら
せ
で
〜
び
る

国民年金保険料の免除・猶予をお忘れなく！

株式
会社ふちかみ 沖縄支店

〒901-0502 沖縄県八重瀬町字大頓1302番地

TEL（０９８）９９８－９９５０

FAX（０９８）９９８－９９８８
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✿✿✿✿ ✿

生涯学習のマスコット
「マナビィ」令和4年4月1日

～悩みは抱え込まず、お気軽にご相談ください～

日常生活のあらゆる相談に乗ります。
※電話相談にも応じています。また、17
時以降は留守番電話で受け付けます。

※予約優先　時間／10時～16時（12時～13時を除く）
　　　　　　　　　　

福祉相談･･･生活のための手段や生活費に関する相談、
ひとり親家庭の悩み相談

障害福祉なんでも相談･･･障害のある方や、発達が気に
なる方、その家族などが抱える悩み・困りごとに関する
相談

法律相談･･･人権・財産・離婚問題など法的トラブルに関
する相談（相談時間：13時～16時）

司法書士相談・・・不動産相続や贈与、借金問題、遺言や
公正証書等の相談（相談時間：13時～16時）　　　  

消費生活・家庭相談･･･訪問販売、契約のトラブル、親
子・夫婦間の悩み、近隣トラブルなどのお悩み相談
　

問 合 せ　西原町社会福祉協議会
事前予約　☎945-3651　 FAX946-6777

総 合 相 談

不登校の児童・生徒や保護者への支援
や助言を行います。

相談日時　月～金曜　9時～16時（12時～13時を除く）
問 合 せ　教育相談室（西原町中央公民館内）　☎944-3603

教 育 相 談

国などの行政機関に対する苦情や要望
に関する相談に応じます。

相談日時　個別に調整となります
　　　　　　　　　あらかきとものり
相 談 員　新垣朝憲
問 合 せ　行政苦情110番　☎ 0570-090-110
 総務部総務課　☎945-5011

行 政 相 談

就職に関するお悩みをひとりひとりに
あったかたちでサポートし、お悩みを
解決します。

相談日時　随時
問 合 せ　西原町雇用サポートセンター（産業観光課内） ☎945-4540

雇 用 相 談

高齢者やそのご家族などからの介護や
保健、福祉に関する相談に応じます。 

相談日時　随時　※事前にお電話でご予約をお願いします。
問 合 せ　西原町地域包括支援センター　☎882-0117

高齢者の方の
相 談 全 般

いじめ、DVなど人権に関わることの
相談に応じます。

相談日時　個別に調整となります
　　　　　　　　　  
相 談 員　與那嶺 等、 島袋和徳、 呉屋勝司、奥濱幸子 
　　　　　　　　　
 　平良 明、 安田純子
問 合 せ　総務部総務課　☎945-5011

人 権 相 談

町内相談機関

月

火

水

木

金

よ  な みねひとし しまぶくろかずのり ご   や  かつ じ おくはま さちこ

たいら あきら やすだ じゅんこ

児童館情報は
ここでチェック！

312
No.

【お問い合わせ】西原町立図書館  ☎098-944-4996

【児　童】
●ゆうびんやぎさん
●魔女からの手紙
●まっていたてがみ

【地　域】
●オキナワ爆笑伝説
●沖縄オバァ烈伝
●笑う沖縄

【一　般】
●子どもをひとり暮らしさせる！親の本
●入学前、読み・書きはどう教えるか
●独り暮らしをつくる１００

★４月のおすすめ本

★お知らせ：開館日・休館日の変更について
・4月21日（木）は第３木曜日ですが、10時から19時まで開館します。
・4月25日（月）から５月５日（木）までは、図書館システム更新や公休日等のため休館します。
★４月の休館日
4日（月）、11日（月）、18日（月）、25日（月）～30日（土）　※休館日は変更になる場合があります。
※最新の情報は、電話または図書館ホームページでご確認ください。

寄付額　10万円
使い道　その他町長が必要と
　　　　認められる事業

寄付者　西原町管工事協同組合
　　　　（理事長　島袋　敏）

しまぶくろ さとし

あたたかいお心遣いに、深く感謝申し上げます。
ふるさとづくり寄付金へ

愛 の 贈 り も の

自然とふれあう家族のつどい初めてのキャンプに参加しませんか？
家族で自然体験をとおして絆を深め、野外活動の楽しさ・自然を大事にする豊かな心を育てましょう！！

【日　時】令和4年4月16日（土）～17日（日）　【場　所】沖縄県立石川青少年の家
【日　程】詳細は、直接石川青少年の家へお問い合わせください。　【募　集】小学生以上の児童がいる家族　20名程度　
【費　用】大人：2,000円/人　子ども：1,500円/人　※保険料等も含みます。
【申　込】電話にて直接、下記連絡先へお申し込みください。 4月5日㈫～4月12日㈫ 9：00～17：00 ※月曜日は休所日です
　　　　定員に達し次第締め切ります。キャンセルのご連絡は4月13日（水）までに下記連絡先へお願いします。
【準備するもの】弁当(初日昼食)、飲物(水筒)、洗面用具(石鹸・シャンプー等)、筆記用具、懐中電灯(ナイトウォークで各自1個使用)、寝袋(持っ
ていたら)着替え(活動に適するもの。タオル等も)、体温計、登山に関わるもの(両手が空くかばん、軍手、登山靴、長袖長ズボン、帽子、カッパ)
【注　意】参加者は①マスク着用、②当日の朝に検温し、37.5℃以上の方は参加を控えてください。
【申込・問い合わせ先】沖縄県立石川青少年の家　☎098-964-3263　担当：新里

ホームページ等でもお知らせしているとおり、令和4年4月1日から生涯学習課の窓口（事務室）の場所が変更になります。
変更前） 役場庁舎 東側入口入ってすぐ右　(兼 町民交流センター事務局）
変更後） 西原町中央公民館　1階　事務室
事務室の移転に伴いまして、電話番号も下記のとおり変更となります。
変更前）098-945-5036　変更後）098-945-3657（中央公民館と同じ）
　4月1日以降は、生涯学習に関することや社会教育関係、青少年健全育成協議会に関する問い合わせは、公民館へご連絡
くださいますようお願いいたします。電話のお掛け間違えにご注意ください。

《お知らせ》 生涯学習課の窓口が移転します

図書館からのおしらせ

相続・遺言の相談は無料です！

司法書士法人司法書士法人
きゃん事務所

外構
ちゅららペイント
～ 真 心 込 め て ～

ちゅらら工房 株式会社

士
築
建
級
二

士
能
技
装
塗
級
一

毎月 先着 5 名様
高圧洗浄
無料
高圧洗浄
無料

日頃の感謝を込めて

をご契約された方
外壁塗装・屋根防水工事
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NISHIHARA TOWN

創作演劇

組織の変更点について【お問い合わせ】 総務部  企画財政課  企画調整係   ☎945-4533

【お問い合わせ】 町県民税（普通徴収）・固定資産税・軽自動車税（種別割）→税務課　☎（098）945-4729
上下水道料金→上下水道課　☎（098）945-4934

【令和４年４月から】 役場の組織が新しくなります！

【利用方法】
各アプリをダウンロードし、アプリを起動後スマートフォ
ンで納付書のバーコードを読み取ることで決済できます。
【注意事項】
・領収書が発行されません。領収書が必要な方は、金
融機関やコンビニで納付してください。
（特に軽自動車税について、車検用納税証明書の交
付が必要な方は、ご注意ください）

・利用手数料はかかりませんが、通信費はご利用者様

負担となります。
・納付の上限額は、各アプリにて異なりますので、各ア
プリでご確認ください。
・スマホ決済とコンビニ決済で「二重納付」されないよ
う、ご注意ください。
・次の納付書ではスマホ決済ができません。
（納期限が過ぎている納付書、コンビニ収納用バーコードが無
い納付書、上限額を超える納付書、破損や汚損等によりバー
コードの読み取りができない納付書、金額を手書きした納付書）

● PayPay  ●LINE Pay  ●au PAY
● 銀行PAY（ゆうちょ Pay等）
● J-coin　●楽天銀行　●PayB

●PayPay　●LINE Pay
●OKI Pay　●ゆうちょ Pay
●はまPay

税・料金名
町県民税（普通徴収）
固定資産税

軽自動車税（種別割）

上下水道料金

利用可能なアプリ
【対象税・料金と利用可能決済アプリ】西原町の

税金・上下水道料金が
スマホで納付
できるようになります！

４月1日
スタート

令和４年

令和４年４月から役場組織の改編を実施し、課名や一部の担当窓口を変更します。
今回の改編は、「こども家庭センター」の設置をはじめ、主に子育て支援などの福祉サービス向上を目的として

実施するものです。

【事務室（窓口）の場所移動】
事務室（窓口）の場所が、次のとおり移動となります。それに伴い、電話番号も変更となりますので、お問

い合わせの際はご注意ください。
■生涯学習課
（3月末まで）役場庁舎⇒（4月以降）　場所：西原町中央公民館（１階 事務室）　☎945－3657
※「西原町町民交流センター」窓口については、場所及び電話番号（970-6155）ともに変更ありません。

※役場内で担当窓口等、ご不明な点がありましたら、職員へお気軽にお尋ねください※

国民健康保険係

賦課徴収係

後期高齢者医療係

保健予防係

社会福祉係

障がい支援係

介護支援係

子育て支援係

こども相談係

母子保健係

保育所係

幼稚園こども園係

国民健康保険に関すること、こども医
療費助成に関すること
国民健康保険税の賦課・徴収に関する
こと

後期高齢者医療に関すること
特定健康診査・各種がん検診、健康増進
事業、感染症予防に関すること
生活保護、民生委員等、各種社会福祉に
関すること

障がい者福祉に関すること

高齢者保健福祉に関すること

児童手当、特別児童扶養手当等、各種児
童福祉に関すること
貧困対策、要保護児童対策等、こども・
家庭相談に関すること
こども家庭センター窓口、妊娠・出産に
関すること、母子保健に関すること

保育所等に関すること

幼稚園・認定こども園入園に関すること

※業務に関するお問い合わせは、各課担当へお願いします。

課名を変更しました。
※係及び業務内容に変更はありません。

環境安全課
☎945-5018

福祉課
☎945-4791

健康保険課
☎911-9163

こども課
（こども家庭センター）

☎945-5311

変更後（４月以降） 変更後（４月以降）場
所

１
階

２
階

【組織の変更点】

国民健康保険係

賦課徴収係

後期高齢者医療係

社会福祉係

障がい支援係

介護支援係

保健予防係

子育て支援係

保育所係

幼稚園こども園係

福祉保険課

健康支援課

こども課

生活環境安全課

変更前（３月末まで）場
所

１
階

２
階

令和４年２月２３日(水)西原町の小中高生がプロデュースする創作演
劇「さわりんと運玉義留」がさわふじ未来ホールで行われました。今回
で演劇プロジェクト始動６年、５回目となる公演となりました。昨年は新
型コロナウイルスの影響を受け中止となったため、ステージには２年分
の気持ちを胸に稽古に励み、その練習の成果を堂々と演技する子ども

たちの姿がありました。また、崎原町長や桃原獅子保存会が友情出演
し、盛り上がりを見せました。
総勢２３名によるステージに観客は時折涙する場面もあり、会場は大

きな感動に包まれ大成功をおさめました。

さわりんと運玉義留
ウンタマ ギ ルー創作演劇


